


新
春
を
迎
え
て

今

金

町

長

河

端

豊

町
民
的
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

陣
か
し
い
昭
和
田
年
内
新
都
を
皆
さ

ん
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
平
惑
か
ら
町
政
に
対
す

る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
深
〈
感
加
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
行
財
政
改
革
的
問
姐
な
ど
、

地
方
行
政
を
と
り
ま
く
環
暁
は
ま
す
ま

す
雌
し
さ
を
増
す
な
か
に
、
地
方
自
治

体
は
住
民
の
ま
す
せ
を
高
め
る
た
め
の
施

策
を
消
尖
に
推
進
し
、
雌
か
し
い
献
姐

を
一
つ
ひ
と
つ
切
り
開
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
年
で
あ
り
、
加
え

て
近
年
‘
柿
れ
に
み
る
天
候
不
服
に
見

舞
札
、
農
家
的
皆
さ
ん
が
大
き
な
被
笹

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

今
金
町
議
会
議
長

今

野

町
民
的
皆
さ
ん
、
新
年
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
何
年
頭
に
あ
た
り
皆

様
方
の
ご
健
脚
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

昨
年
を
願
り
み
ま
す
と
、
回
復
を
期

待
し
た
舟
気
が
い
ま
ひ
と
つ
低
迷
の
域

か
ら
脱
け
き
れ
ず
加
え
て
農
家
の
皆

さ
ん
は
二
年
続
き
の
冷
夏
、
台
風
、
長

雨
に
よ
り
稲
作
を
は
じ
め
、
農
作
物
町

甚
大
な
被
申
告
を
受
け
ら
れ
、
又
構
造
不

況
の
も
た
ら
す
中
小
企
業
町
佐
官
不
振

な
ど
、
苦
労
町
多
か

っ
た
年
で
し
た
。

迎
え
ま
す
昭
和
五
十
七
年
は
‘
国
は

財
政
再
開
悼
を
め
さ
す
、
緊
紛
財
政
と
行

政
改
革
に
踏
切
り
、
そ
の
彬
響
は
町
政

に
重
圧
と
な
っ
て
、
町
内
行
財
政
共
に

一
層
迷
宮
に
困
難
な
年
と
な
り
、
昨
年

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
械
に
多
難
な
一
年

で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
悪
条
件
町
な
か
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
土
地
基
盤
強
制
卒
業
、
道
路
改
良

事
業
、
統
合
中
学
校
落
成
な
ど
、
数
々

の
畠
要
施
策
が
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
偏
え

に
町
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
皆
さ

ま
方
向
力
強
い
ご
支
般
的
胞
と
深
〈
測

定
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
.

本
年
は
一
層
町
内
財
政
運
官
も
倒
維

な
見
通
し
の
な
か
に
あ
っ
て
、
町
政
発

展
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
拙
円
特
性

を
い
か
し
、
こ
れ
が
振
興
の
た
め
‘

不

断
的
研
き
ん
を
航
み
盛
ね
、
行
政
能
力

を
最
大
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
個
性
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
住
民
志

向
に
対
応
し
、
主
要
懸
案
事
項
解
決
に

よ
り

一
mmの
努
力
を
盛
ね
て
ま
い
る
決

意
を
新
に
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
〈
ご
指
導
、
ご
鞭
惜
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
.

昭
和
町
年
同
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り、

一
府
内
ご
精
進
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
こ
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
.

な
お
、
虚
礼
廃
止
の
た
め
、
年
聞
の

ご
あ
い
さ
つ
は
長
礼
と
は
存
じ
ま
す
が

こ
の
紙
面
を
も
っ
て
、

か
え
さ
せ
て
取

き
ま
す
町
で
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
.

イ云

以
上
司
多
事
多
端

な
年
と
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
.

私
達
町
政
に
関

与
す
る
も
の
と
し

て
新
年
へ
の
活
動

目
偲
を
健
全
財
政

の
堅
持
を
基
調
と

し
て
、
町
民
栴
祉

の
向
上
と
町
の
振

興
発
展
を
は
か
り
、

同
時
に
引
続
き
懸

架
課
題
に
取
り
組

み
鞘
極
的
な
努
力

を
量
ね
て
、
私
述

議
会
人
に
託
さ
れ

た
信
頼
と
ご
則
特

に
応
え
る
決
意
で

あ
り
ま
す
.

町
民
各
位
に
お

か
れ
て
も
協
測
の

粕
神
的
下
に
、
英

知
と
賢
明
な
対
応

力
に
よ
っ
て
ご
理

解
を
邸
き
、
我
が

町
の
聞
か
し
い
未

来
を
切
り
拓
い
て

事
り
た
い
と
念
願

し
て
お
り
ま
す
。

一
府
内
ご
べ
ん

た
つ
を
お
願
い
し

て
年
頭
町
鮮
と
い

た
し
ま
す
.

節
四
回
今
金
町

定
例
町
議
会
は
、

十
二
月
十
七
臼
、

十
八
日
町
二
日
間

聞
か
れ
、

一
般
会

計
補
正
干
抑
な
ど

議
袋
二
十
二
件
を

叫

審
制惜
し
、
い
づ
れ

も
胤
裟
ど
お
り
可

決
、
保
択
さ
れ
ま

し
た
。
採
択
袋
刊

の
う
ち
三
刊
に
つ

い
て
は
、
た
だ
ち

に
関
係
機
関
に
意

見
性
を
提
出
す
る
w

こ
と
と
な
り
ま
し

一

た
。

句

。
今
金
町
監
畳

一

委

μ
に
祖
川

・
小

一

岩
険
一氏
が
件
任
さ

一

れ
ま
し
た
。

一

。
今
金
町
教
育

一

委

μ会
、
委
員
に

一

位
川
e

町
橋
政
子

一

氏
が
任
命
さ
れ
ま

一

し
た
・
(
旧
委
員
)
一

中
村
徹
昭
氏
が
荊

↑

気
療
諮
の
た
め
に

一

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
一

長
い
間
教
育
委
只

一

と
し
て
の
こ
活
同

一

本
当
に
ご
苦
労
織

で
し
た
。

U
・
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(2 ) 

い
ろ
は
ガ
ル
タ
の

一
枚
目
は
、
ご

存
じ
「
犬
も
掛
け
ば
持

(
ぽ
う
)
に

あ
た
る
」
.

こ
れ
は
「
物
事
を
な
そ
う
と
す
る

者
は
、
そ
れ
だ
け
災
難
に
遭
う
こ
と

も
多
い
」
と
い
う
意
味
と
も
、
「
や

っ
て
る
う
ち
に
は
、
思
い
が
け
な
い

幸
運
に
会
う
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う

意
味
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
成

(
イ
ヌ
)
年
.
ど
ら

ら
町
解
釈
を
と
る
に
し
て
も
、
悦
毘

な
心
配
り
の
も
と
に
般
極
的
な
努
力

を
拾
し
ま
ず
、
聞
週
間
違
い
な
し
ー

と
い
き
た
い
も
の
で
す
.

犬
と
い
え
ば
、
知
恵
勇
気
誠

実
同
代
名
同
町
よ
う
な
動
物
.
「
桃

太
郎
L

や
花
映
爺
(
は
な
さ
か
じ
じ

い
}」

に
登
場
す
る
町
も
、
そ
う
い

う
犬
た
ち
で
す
。
ま
た
、
泣
く

「
日

本
部
紀
」
に
は
、
自
犬
が
倒
れ
た
主

人
を
守
っ
て
餓
死
す
る
ま
で
そ
ば
を

離
れ
ず
、
そ
の
心
を
衷
れ
ん
だ
天
必

ことしは成年

み型空59-
謹
賀
新
年
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久
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限
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国

総
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限
長
補
佐

大

塚

範
務
想
主
幹
坪

因

企
画
開
師
長
重

村

税

務

課

長
白

山

町
民
際
長
商
工
観
工
課
長

今

野

福

祉

課

長
沼

沢

昭

農

林

課

長
吉

田

英

耕
地
課
長
兼
農
業
開
発
課
長

亀

谷

文

建

設

課

長
迫

助

e詰

止

収

政

市li~ 

勝有

F韮
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ha際

建
設
課
長
補
佐

大

和

英

雄

奨
判
河
ダ
ム
対
策
事
務
、一
主
任
技
師

小

西

京

都

iE 

光

水

道

室

長
一正
、

m 

田

タJ

国
保
病
院
長

[当

I自

内
命
で
主
人
と
並
べ
て
誌
に
都
ら
れ

た
と
い
う
忠
犬
ハ
チ
公
的
先
祖
み
た

い
な
揺
が
記
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
は
る
か
な
廿
か
ら
、
犬
は
人

間
的
大
切
な
か
協
力
者
M
H

だ
わ
け
で
す
.

い
ま
も
狩
猟
犬
、
牧
羊
犬
を
は
じ
め、

新
し
い
と
こ
ろ
で
は
盲
導
犬
、
救
助
犬
、

警
務
犬
な
ど
と
し
て
優
れ
た
能
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
日
で
は
、
犬
の
主
な
役

目
は
愛
玩
用
.

M
H

ぺ
y
ト
元
揖
u
H

と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
で
、
犬
専
用
の
目
誌
や
ビ

タ
ミ
ン
剤
、
シ

ャ
ン
プ
ま
で
庖
到
に

並
ん
で
い
ま
す
.

と
こ
ろ
で
、
妊
産
州
向
付
悦
い
に
「成

町
日
」
が
選
ば
れ
る
よ
っ
に
犬
は
安

産
多
産
の
象
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
.

で
は
、
イ
ヌ
年
生
ま
れ
の
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
意
外
に

少
な
く
全
国
で
さ
っ
と
凡
百
七
十
四
万

人

(総
理
府
統
計
局
側
べ

)
.
日
本
町

総
人
口
を
十
二
支
別
に
分
け
て
み
ま
す

事

務

長森

事
務
主
長
波

聖子
辺

⑥
今
金
町
議
会

副

醐

長

松

浦

被

員

(

擁

席
順
)
湯

浅

笹

森
渡

部

大

越
藤

村
木

上

川
口
我
井

中

野

石

川

本

回
目

下
辺

司
nv

凹本田畑

事

務

局

長

7E徳村杭谷広波

A
W
教
育
委
員
会

委

員

長

河

村

委

員

前

瓜

伊

藤
町

倫

中

剖

小

西

教

育

長

管

理

課

長

J主
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と
、
+
一
番
目
に
な
り
ま
す
.

ち
な
み
に
、
最
も
多
い
の
が
サ
ル

年
生
ま
れ
の
人
だ
そ
う
で
す
.
そ
う

い
え
ば
先
日
あ
る
所
的
統
計
で

一
番

交
通
事
故
者
の
多
い
の
も
サ
ル
年
生

ま
れ
の
人
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
十
二
支
の
な
か
で
サ
ル
年
生

れ
が

一
番
多
い
と
云
う
こ
と
で
納
特

出
来
ま
す
ね
.

サ
ル
年
生
れ
何
人
が
約
千
三
十
六

万
人
で
い
ち
ば
ん
少
な
い
の
が
ト
リ

年
同
約
八
百
三
十
六
万
人
で
す
.

そ
ん
な
訳
で
、
十
一
一
支
も

一
粧
の

M
U

生
活
奨
学
M
H

と
み
れ
ば
、
主
か
な

か
趣
深
い
も
の
。
犬
の
特
徴
に
あ
や

か
つ
て
、
こ
と
し
も
す
ば
ら
し
い
年

に
し
た
い
も
の
で
す
が
「

一
犬
虚
に

吠

(
ほ
)
申
札
ぱ
万
犬
実
に
伝
う
」

の
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
.

自
分
の
目
で
事
央
を
見
定
め
、
自

分
の
心
で
判
断
す
る
よ
う
に
心
が
け
、

軽
々
し
い
付
和
世
間
は
避
け
た
い
も

の
で
す
.

社
会
教
育
謀
長

学
校
給
童
セ

ノ

タ
l
長

布前 lif 

1国主

⑨
農
業
委
員
会

会

長

渡

辺

会
長

代

理

岸

本

委

員

斉

藤

村

上

上

村

笹

森

鴨

川

野

前

u
我
井

伊

蝉
荒

井

大

場

埴

本

末

臨

阪

引
佐

藤

戸

択

事

務

局

長

⑨
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

縮

哲

委

員

岡

54 
阿

明司 干泊 ;n夫

⑨
監
査
委
員水

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
さ
手

垣本

武義
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北
海
道
社
会
賞
献
賞
受
賞

今
金
町
字
八
束

l

河

端

盤

多
年
に
わ
た
り
地
方
公
共
団
体
的
公

制
に
あ
り
、
地
地
住
民
的
制
祉
向
上
に

制
魂
を
傾
け
、
地
方
自
治
的
振
興
に
武

献
し
た
.

/ 今
金
町
宇
田
代

村
本

車

多
年
に
わ
た
り
統
計
澗
査
只
と
し
て

職
務
に
精
励
し
多
〈
の
困
難
を
克
服

し
て
統
計
調
査
の
向
上
に
貢
献
し
た
.

国
民
年
金
優
良
団
体
表
彰

今
金
町
種
川
婦
人
全

長
年
に
わ
た
り
、
国
民
年
金
市
中
業
推

進
の
抜
と
な
り
‘
地
惜
の
啓
発
、
耶
柴

推
進
の
協
力
に
貢
献
し
た
。

(
北
海
道

国
民
年
金
協
会
長
表
彰
)

全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
顕
彰

今
金
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
友
善
幸
衣
郎

多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の
円
滑
な

運
出
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
。

円、知
ゆ
ま
嚢
術
連
道
目
黒
リ

〆

y
b
j
!各
貨
の
受
賞
L
h

，r
/

争
費
町 商

民z
賞

tk 水
~I' !r 

肌
一品
(
荷
主
」

悟
(
苛
ぷ

" 

教
育
委
貝

長

賞

子水
紫野

千
春
(
持

4
2

忠
彦
語
字
ω
J

教
育
長
日

枇

田

隆

(
花
小
ぷ

荒
木
来
保
美
(
副
主
J

" 

町豊富
みずのともあき 〈ん

@

佳

作

〔
金
原
小
〕
水
野
英
明
、
工
蝉
枯
子
、

お
だ
じ
ま
ひ
ろ
き

{
住
吉
小
〕
袈
凹
和

可
子
、
菱
田
美
紀
子
〔
今
金
小
〕
花
列

北
海
道
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
顕
彰

今
金
町
字
住
吉

渡

辺

猶

市

住
官
制
脱
出
帯
組
合
長
と
し
て
長
年

/
ノ

j

白

に
わ
た
る
労
苦
に
刈

L
e

今
金
町
字
白
石

河
島
松
五
郎

下
白
石
納
税
貯
部
組
合
長
と
し
て
長

年
に
わ
た
る
労
苦
に
対

L
.

納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行
初
周

年
記
念
八
雲
税
務
署
長
表
彰

今
金
町
八
鈴
納
税
貯
蓄

組
合
畏
近
藤
利
光

多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
同
連
官
、

帯
発
的
労
昔
に
吋

L
.

今
金
町
鈴
岡
第
ニ
納
税
貯

蓄
組
合
畏
山
窓
正
古
郎

多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
的
巡
営
、

啓
発
的
労
苦
に
対

L
.

八
雲
税
務
署
長
表
彰

今
金
町
法
人
会

安
西
長
田
部

多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の
連
世
と

金
畏

悦
吾
お
〈
だ
た
き
、
村
上
晩
士
川

崎
敏
史
、
阿
部
聡
、
川
村
市

一
〔中
里

小
]
佐
々
木
立
つ
子

〔
神
丘
小
〕
な
か

の
か

つ
U
ろ

〔

花
右
小
〕
町
木
正
己

[
八
東
小
〕
境
凶
器
尖
.
西
開
架
〔
種
川

小
〕
上
聞
真
由
美

〔
捷
利
河
小
〕
丸
山

た
い
す
け
。

〔
今
金
中
〕
大
谷
秀
明
、
上
村
麻
希
子

山
崎
康
己
、
小
西
美
千
代
、
原
香
代
子

山
田
直
美
〔
種
川
中
〕
平
尾
幸
喜
、
藤

井
さ
と
み
、
伊
藤
雅
彦

争
書
道
の
部

町

長

賞

古
川
町
有
楽
(
刊
問
中
J

広
沢
ま
な
み
号

本

J

太
田

文
部
[
杉
本
J

" " 
蛾

良

質

印

村

宜

映

夜

中
学W
J

下
山
奈
緒
美
[諸
事
J

鈴

木

新

也

(

当

J

" " 

勧
Mm
脊
阿
釆
女
日
U
R

Ew林
帯

同

開

ー

日

締

法

(
持
小
学
」

藤
井
さ
と
み
(
持
率
J

西

陣

昭

信

判

事

J

" 
教
育
長
賞

明
子
(
読
本
J

英
樹
(討
咋

Z
)

武
志
(
吟
ぷ

" 

氷森伊

JI山藤

" 

法
人
組
織
の
硝
立
桁
持
に
首
献
し
た
.

槍
山
支
庁
長
表
彰

今
金
町
旭
町
納
税
貯
蓄

組
合

多
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
的
啓
発
と

組
織
的
運
叫
が
仮
努
で
あ
る
こ
と
に
吋

'レ.

1 

I 

交
通
安
全
療
鱈
ヨ
7N
j
h
》
一説
明W

♂
諒一
範一眠
嚢
顎
1

品
甲
小
学
校
低
学
年
の
部

-
最
優
秀
抗

盟
国
小
学
校
一
年

南

川

栄

寸
と
う
さ
ん
と
、
く
る
ま
が

な
か
よ
く
、
ゆ
っ
く
り
う
ん
て
ん
」

-
優
禿
抗
二
点

組
川
小
学
校
二
年

阪

判

「と
び
だ
し
き
け
ん
、

よ
く
凡
て
わ
た
ろ
う
」

住
有
小
学
校
二
年

川

Z
m
和
可
干

「う
ご
い
て
る
、
間半を
日比
た
ら

は
じ
に
よ
札
」

争
小
学
校
中
学
年
の
部

-
最
優
努

hu

組
川
小
学
校
三
年

金

沢

捻

@
佳

作

〔花
石
小
〕
山
木
雅
己
{
今
会
小〕
有

山
英
和
、
下
山
陽
干
、
〈
ぽ
ま
す
み

向
山
弘
車

む
ろ
や
と
も
み
、

山
口
純

子
、
花
拘
智
行
、
凶
叩
知
英
す
ず
き

ま
さ
ゆ
き

〔中
里
小
〕
中
山
さ
ゆ
り
、

佐
々
木
な
つ
こ
、
佐
々
木
真

一
、
川
股

久
美
子

〔
金
原
小
〕
水
野
江
利
子

〔八

東
小
〕

境
田
森
美

〔
神
丘
小
〕
抽
家
正

志

〔
美
制
河
小
〕
宗
像
美
智
子

〔
豊
田

小〕
南
川
さ
お
り
。

(
今
金
中
〕
山
悶
直
美
、
大
坪
由
か
り

佐
藤
泰
範
、
西
野
紀
美
江
、
幅
口
博
子

〔種
川
中
〕平
尾
忠
、
金
似
虫
英
、
川
平

附
美
、
新
家
消

{
今
金
中
特
牢
〕
本
山

山
凧
雌
印
刷
干
、
太
削
百
骨
子
、
西
引

抽
出
、
+村
山
子
。

冬期闘の路上駐車は|

最小限度に | 

除排雪の障害になります.

「交

通

ル

ル

は
、
ど
こ
で
も
.

い
つ
で
も
司
り
ま
し
ょ
う
」

・
優
秀
賞
二
在

金
脈
小
学
校
三
年

伊

藤

子

「自
転
車
は

fニ
て

左 れ
がつ明

わ
」

腕
川
小
学
校
凶
年

広

沢

「
ふ
よ
き
は
見
え
な
い
、聞
こ
え
な
い
」

手H

ifi 

争
小
学
校
高
学
年
の
部

-
最
優
禿
賞

住
吉
小
学
校
五
年

波

辺

勝

美

「と
び
だ
す
な
、
気
づ
い
た
と
き
は

も
う
お
そ
い

」

• 優
金秀
原 it
小二
学出
伊校
五
年ua布HM 

「今
日
も
、
あ
し
た
も
、

I¥IJ 

m 

皆
ん
な
で
守
ろ
う
交
通
安
全
」

神
丘
小
学
校
六
年

リ

持

U

川

山

肉

:

l

「あ
の
迫
こ
の
辺
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」

争
中
学
生
白
部

幸

-
枇
優
秀
賞

今
金
中
学
校

一
年

上

村

浩

二

寸
暴
走
で
加
害
者
人
生
送
る
の
か
」

・
優
秀
賞
二
市

舵
川
中
学
校

一
年

平

尾

「
ス
ピ
ー
ド
が
、あ
な
た
を

ね
ら
う
、

(4 ) 

幸

干f

死
の
道
へ
L

今
金
中
学
校
三
年

小

排

雅

紀

寸
な
れ
た
近
、口
同
町
曲
る
み
か
ら

ギ
故
の
も
と
」

以
上
ロ
告
が
入
賞
し
ま
し
た
が
小
学

校
で
川
山

中
学
校
で
叩
占
の
応
拡
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

I 

I 

J
A
W
永
年
勤
続
表
彰
⑤

事。

ハ町

職

員

二
十
年

/

二
十
年

〈商
工
全
従
業

三

年

三

年

三

年

三

年

三

年

三

年

五

年

五

年

五

年
五

年
五

年
五

年
十

年

十

年

十

年

遠
藤
古
旗
只
v
師
団
加
代
子
(み
の
や
型
巴

山
目
撃
世
(作
な
笠

備
本
白
子
(
作
山
市
刈
J

山
崎

市
峰
子
(
川
川
ナ
ズ
)

渡

辺

竜

子

百

a
R同盟

級

東

和

干

百

a
m山内巴

大

平

千

絵

(円
削

T
ズ)

岩

井

幻

T
z
rE

中
川

正
志

E
ハイヤ
ー
-

佐
々
木
敏
約
五
ハイヤー
}

加
藤
諸
戸

武
雄

市
保
綱
院
}

松
子

{間
保世阿
)

量制岬
(東
ハ
イ
ヤ

ザ

笠作 近
!日lキサ耳』長

弘
子
二
丹
W
術
空

静
江

{外
崎
容
器
}

栄
子

(仰
戊
俗
芸
)

ハ
ナ
百
し
か
)

ら
あ
な
た
を
守
る
た
め
に

子
宮
ガ
ン
死
亡
O
を
め
ざ
し
て

l
早
期
発
見
が
キ
メ
手

i

子
宮
ガ
ン
に
は
、
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
.
日十
い
う
ち
に
発
見

す
る
た
め
に
は
他
康
と
思
わ
れ
る
時
に

す
す
ん
で
輸
訟
を
長
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ガンの発見が早いか遅いかに

より治ゆ率が変わる。

0 

100.0% 

98.9% 
96.6% 

116.5% 

第 o削

策 I則自

削

刈

刷

出
河

川
Mm

H
m
w
 

m
m
m
 

年

以

人
間
曲
曲
刊
田

横
診
を
毎
年
受
け
て

子
宮
ガ
ン
死
亡
を

O
に
H
V

*
却
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
に

一
回
輸
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

*
高
齢
者
の
子
官
庁
ン
死
亡
も
多
い
の

で
閉
経
後
町
方
も
秘
極
的
に
検
訟
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

.;.{-"，.;¥' 'If / 5年rriゆ成制

-今金町における婦人科検診内訳・-

宿所見者

115 

臼

54年北海道対ガン協会成績

経過観察

5 

6 

v N 

1担金〈製常なL

11 ~'1 炎症などの査化を認めるがえfノ円心配は会い.

111明 現在ガンでないが寸分並立する必叫がある.

W明 ガンが疑われる.

V!!.'1 ガンと判定できる.

u一
m一回

ー
一山
一醐

相官股千r

3 関l

'2. 

園
田
舎
年
も
来
る

2
月
日

9

叩
日

に
婦
人
制
横
笛
ガ
あ
る
の
で
、
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

( 5 ) 



町政への意見、要望・生活の知忠告どをお帯せください口白町民ひろばi

-=・~這月白書tr(JJ.;~""IJ.ヨEヨU竃面岨医:.;alilr~l・

一.篠田ー
いまアメリカで俗、日窓人の食事パタ ンが
大きな注目を集めています.
ひと昔前まで、わたしたちは欧米緒圃の食生
活モモデルに、ぞれに 歩でも近づくこと告理
想としていました.それが いZでUアメリヵ
が日本人の食生活を見習おうとし、食事バター
ノの改笹そめぎしているのです.
大きなステーキと野菜を少々、それに小さな
パン一一この浮食の典型的伝食事内容では、カ
ロリーや動物性脂肪をとりすgるニとになりま
す.このような食生，舌によって 栄養のアノバ
ラノスか勺'L'臆病や動脈硬化住どの成人病にか
かる人が増えます.いま、アメリカで叫ばれて
いる食生活の見直しは、こうした宵景かb生ま
れてきたものです。とニろで、そのアメリカが
N手本Hとするわたしたち日本人の食事パター
ンをみてみますと . 
ごl手ん中心に魚 野菜海2巨大豆製品など
を食べる従来のH 日窓食Nに歓米型の食生活が
ミックスされ、全体としてはバランスのとれた
理想的な食生活と匂っています.といゥても、
全〈心配がないわけではありません.若い人た
ちの問で、いわゆる散米型の食事を好む傾向が
強いことです.二のままでは、将来、日本でも
現代の Nアメリカの悩みN告背負うことにbな
りかねません.
そこで いま一度見直したいのが、米を中心
とする日本型の食理解パターノです.

「
見
直
そ
う
」
ご
は
ん
中
心
の

日
本
型
食
生
活

ご
は
ん
中
心
的
食
生
活
に
は
、
次
円

よ
う
な
良
い
白
が
あ
り
ま
す
.

。
ご
は
ん
そ
の
も
の
の
カ
ロ
リ
ー
が
低

い
の
で
‘
ほ
か
の
食
品
悦

思

ヰ

が
い
ろ
い
ろ
で
き
る
つ
ま
m
J

ρ
伊

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
告
か
ず
が
そ
ろ
え

ら
れ
る
.

d
'
r

』
司

@
ご
は
ん
は
和
洋
食
、
中
帯
な
ど

百

ど
ん
な
お
か
ず
と
も
谷
引
i
l

-

-

川

@
ご
は
ん
は
梢
脱
叫
聞
が
強
〈
、
ヵ
ロ
リ

田
!
の
と
り
す
ぎ
を
防

f
こ
と
が
で
き
る
.

L

O
ご
は
ん
に
は
良
質
な
タ

J
じ
T
F
Y

ご
約
七
%
含
ま
れ
て
い
る
。
、

『

，

舎

で

は

、

具

体

的

に

3
は
ん
を
ど
九
七

何
ら
い
食
べ
る
の
が
か
子

宮

み

域

ょ

う

か

.
年
齢
や
性
別
、
運
動
品
に
止

地
り
、
い
ち
が
い
に
決
め
る
こ
と
は
で
き

阻

ま

せ

ん

が

、
だ
い
た
い

の
目
安
は
つ
け

判

ら
れ
ま
す
.

ろ

米
を
中
心
と
し
た
食
生
活
町
場
合
、

均

一
目
的
二
千
五
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
を
必

而
戸
製
と
す
る
二
十
歳
代
的
成
人
則
子
で

一
立
に
つ
き
茶
わ
ん
ニ
杯

(三
止
で
約

千
五
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
)
で
す
。
ま
た

一
日
に
約
二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
い
わ

れ
る
二
十
i
三
十
代
的
主
婦
の
場
合
は
、

一
食
当
た
り
茶
わ
ん

一
・
五
杯
の
こ
は

ん
を
宜
べ
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
さ
れ
て

いt
ま
す
・

、

J
/

V
とい、
J
の
は
、
こ
柑
だ
け
の
量
的
ご

は
ど
を
古
ず
食
べ

r
h

一
日
必
要
訟
の

残
り
町
カ
ロ
リ
リ

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
副

主
で
と
る
こ
一
一に
よ
っ
て
栄
養
の
か
た

よ
り
が
防
同
列
創
刊げ
可
ぷ

こ
の
ご
は
ん
の
量
が
蹴
九
と
ど
う
し

て
も
お
か
ず
、
と
く
に
肉
類
を
と
る
誌

が
地
え
カ

河

川

れ
す
ぎ
に
な
り

が
ち
で
す
.

，
V

Y
事
r

旬
食
生
活
方
的
ご
は
ん
が
良
質

な
植
物
性
?
ン
パ
ク
質
的
低
給
制
で
あ

』
と
と
も
に
冷
ロ
H
L
同
と
り
す
ぎ
の
か

曲
ど
め
役
か
と
な
っ
て
い
る
円
で
す
。

適
益
の
ご
は
ん
を
食
べ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
日
ん
だ
理
恕
的
な
立
生
活
を
も
う

一
度
考
え
て
、
楽
し
く
‘
健
康
で
明

る
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
.

会

*

AH

広報口口 おしらせ 口口広報口口 おしらせ 口口広報口口 おしらせ 口口広報口口おしらせ 口口広報

使用後は、元栓、器具栓を必

ず閉め、寝るii可などは、これを
者住~，しましょう .

4 ゴム官は、元栓、器具栓にホ

ースパンドでし っかりとめまし

ょう . また、 ゴム官町制iれにつ
いて点検しましょう.

5 使用中は、時々窓を聞けるな

ど換気に気を付けましょう。

6 ガス設備に鈍常がある時は、

取引先内販売庖に連絡しま Lょ

っ。

7 ガス漏れをキャ yチし、事故

を未然に防止するため、ガス漏

れ響輯l器を取り付けましょう。

。昭柄156年 7月 i臼からえfス漏
れ警報保設世義務づけ。

3 -運転するときは、市にスリ y

プを昔I-t):に入れた11tH!!距離を。

・地域ぐるAて降、とび出し事故

向原因や除排雪的障害になる路上

駐車のー抑を。

・スクールゾーン、道路等にI由

Lた遊び場で、こどものとび出し

に十分注窓を。

・酒を飲む機会が多くなるので

飲酒運転を絶対しないよう家庭.

職場で徹底を.

・冬巡は、スリ y プLやすいの
で路面状態を考えて、スピードを

控えめに.

・降雪で視界がit!i(なりますの

で早めに点灯を.

・ス IJ';/-rによる対向車との暗
突など子山ILないlJ';.故に倒え、シ
ートベノレトの活用を.

-揖霊職員の募草

特別養械老人ホーム~2舟困で最
強士 を募集しております。

昨 Lいことは直接位舟園におた
ずね下さい。

雷J

"" 
O年齢-25歳以下(独身)

O希望者-57.2末までに、臨歴

¥'1を拠出

0提出先~鶴川~舟I副

-年賀状で住所録の監理各

お正月にたくさんの年賀状を'豆

け取ったと思います.差出人的住

所が、転勤、転居や住居表示変更

等で変った所もある e;官、います.
この機会に住所持円盤理を L、

新しい郵便帯号や住所内ほか、ア

パー ト名 航空fi号、 室番号や、 O

O雌方など群L(記入しておくと

とても便利です。

〈今金、担f(川、花石各郵便局〉

。対組~アバー ト、?ンンヨ
ン、県同住宅、料理飲食脂、旅

館、ホテノレ、 明院、栓療所等。

.LPガスの事故防止

プロパン庁スは、私たち円身近

かなエネルギーとして日常生活に

【一般図書}
惨空白町天気図=柳田邦男砂母町古所娘の

キンチン=雄日〔房子砂記と呼べ=藤沢周平

砂金色在叉=森放訳砂それでも朝lはくる斗
=森村佳惨雌人たち=筒井康隆砂みちの〈

何人形たち=深沢七郎砂アリパイのない女
~ !ï Mt~晶子砂幻の抗11 =橋本君、砂北閏通信=
渡辺淳一惨快謀者=背山友子砂赤いちいき
な足の裏=露雅芳子砂在的主役地下銀行=

邦光史郎惨カルテ内最白=なだいなだ砂明

日はわが身=笹沢左保砂薄化粧=西村望砂
排の記憶=仁木悦子惨母ふたりの配=盟国

椴砂 霊の嵐=クローニ ン惨 鬼女衷 L~西村
舟行砂駈け落ちは死体とともに=品、川次郎

砂甘えを断つ=加藤締三砂宜的家庭=平岩
弓枝砂ゆれる24哉=下重暁子惨人工樹林=
舟橋玄洋砂ワル Y二重兼芳子惨ミカン山の

がいな奴=斉藤明砂アマゾンは流れる=御

現金吾惨砂に胤=日間多恵子砂沿鰍地図=

山fB太一砂隣町女=向田邦子惨ホテルザ
ンピアニ稲葉真弓砂降ってきた姫=花井1貴
子砂銀河千盟=中島キ11夫砂遠い森=原田康

子砂宮隣町生i!l>角fB0干砂わたしの出会
った人たち=新藤兼人惨農村医療にかけた

30年=若月俊一砂お〈どはん全41冊=花畳
位砂春雨物時=加堂芳三惨わが体験=松本

消11叶也砂氷雷同門=松本普三砂つづり方巴
単=高峰骨子砂女芸人IIH ~後藤みな子砂小
さな箱丹=畑山博砂7ールなクールな寧続
論=三浦朱門砂大河内一i尚三大森事砂虚空
の舞=西村井行砂IIKるjR=向田邦子砂北国
立べ物風土記=渡辺事Jll子砂亜米利加=俄
iiij子炉盛気桜=枇山ちえ子砂うさぎの勲章
=和田需夫砂和英併用机上辞典=加品謙次
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町民センター

図書室だより
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感
謝
し
ま
す

社
会
福
祉
協
蛾
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
碩
庇
払
い
出
し

〈今
金
町
光
町
虫
学
凶
へ
v

マ
厚
沢
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町
商
工
会
婦
人
部

(
代
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木
下
フ
ジ
エ
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か
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メ

1
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イ
ン
叫
均

を
守
昭
和
町
大
企
啓
太
郎
さ
ん
か
ら
三

千
同
を
V
南
栄
町
棚
橋
相
次
郎
さ
ん
か

ら

一
万
円
を
マ
英
利
河
吉
野
昨
労
さ
ん

か
ら
四
千
九
百
八
九
円
を
マ
大
和
町
稲

田
ワ
カ
さ
ん
か
ら
ミ
カ
ン

一
回
を
マ
今

金
町
役
場
職
只
組
合
か
ら
サ
イ
ダ
ー

一

函
を
マ
今
金
婦
人
会
(
代
表
生
亀
き
ょ

え
}
か
ら
サ
イ
ダ
ー

一一
由
を
守
八
幡
町

み
の
や
繭
応
か
ら
サ
イ
ダ
ー

一
回
を
守

旭
町
外
崎
鮮
魚
府
か
ら
魚
(
ソ
イ
)
8

h

刊

を
マ
未
広
町
佐
々
木
金
物
応
か
ら
缶
ジ

ュ
ー
ス一

一函
を
マ
今
金
町
背
年
団
体
連

結
協
議
会
(代
表
渡
辺
教
腸
)
か
ら
フ
ァ

ン
タ
l
ホ

1
ム
サ
イ
ズ
一
打
を
守
強
川

四

3
m
制

加

山

花

山

伽

伽

伽

伽

伽

伽

邸

伽

圃 1月合体日当番医

1日 瀬棚町禍崎医院

2日 北楠山町国保病院

3日今企町国保荊院

10日 今金町日凹医院

15日今金町国保病院

17日今金町i:'i問医院
24日 北楠山町国保荊院

31日 北楠山町平医院

欠かせないものですが、その取扱

い方を誤ると大-lJ';.故につながりま

す。

プロパンガスの'J.故防止のため、
次円ことに注意しましょう.

l 占火の際は、 うn火の有無を必
ず目で碓隠しましょう 。

2 未使用のコ yクには、ゴムキ

ヤ y プを取り付けま Lょう .

-冬の交通安全

さ道のスリップ、

とび出しに注意グ

本佑的世降雪や凍結等により、

この時期は交通環境が極めて曜く

なり交通事故誘発的原因となって

います。冬i立の交通lJ~般を防止す
るため、お互いに止のことを寄り

安全巡転に心、がけましょう 。 。
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守
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さ
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か
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缶
ジ
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一
函

を
マ
北
楠
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町
両
坂
附

一
さ
ん
か
ら
ミ

カ
ン
一
面
、
モ
チ
米
却
い
刊
を
マ
今
金
中

川
川
幸
子
さ
ん
か
ら
ミ
カ
ン

一
函
を
マ
今

金
小
池
み
ち
干
さ
ん
か
ら
オ
レ
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ジ
ジ

ュ
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ス
三
十
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マ
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町
小
西
ソ
ノ
さ

ん
か
ら
出
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マ
紳
丘
安
藤
キ
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さ
ん

か
ら
漬
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を
マ
鶴
川
熊
沢
義
英
さ
ん
か

ら
馬
崎
市
者
五
百
旬
を
マ
上
向
園
町
子
を

つ
な
ぐ
机
の
会
(代
表
工
藤
喜

一
)
か
ら

羊
か
ん

一
函
、
雑
巾
百
二
枚
を
マ
函
館

市
ふ
た
ぱ
学
園
長
(
田
原
利
也
)
ク
y
キ

l
三
函
を
マ
立
田
笹
森
附
夫
さ
ん
か
ら

大
棋
六

O
O本
を
マ
今
金
町
コ
ー
ル
7

ミ

l
(代
表
辻
知
子
)
か
ら
ミ
カ
ン

一
函

を
マ
北
楠
山
町
若
松
佐
藤
日
央
さ
ん
と

神
丘
天
沼
車
さ
ん
か
ら
ミ
カ
ン
一
函
を

マ
栄
町
臨
山
忠
さ
ん
か
ら
蛙

一
本
を
マ

北
輪
山
町
織
田
信
芳
さ
ん
か
ら
稲
ワ
ラ

二
反
骨
と
押
し
切
り

一
山
慨
を
守
本
町
森

山
誠
一
さ
ん
か
ら
氾
動
曲
プ
ラ
ン

一
機

人
と
人
と
の
出
合
い

l
!
人
間
関
係
は
、
ま
ず

「あ
い
さ
つ
」
か
ら
始
ま
る

と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
は
、
人
間
関
係
を

ス
ム
ズ
に
す
る
手
段
で
あ
る

と
同
時
に
‘
礼
儀
的
基
本
と
な

る
も
の
で
す
.
幼
い
う
ち
か
ら

あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き
る

よ
う
に
披
(
し
つ
け
)
を
し
た
い

も
の
で
す
ね
.

あ
い
さ
つ
と
か
礼
儀
と
い
う

と
、
な
に
か
形
式
ば

っ
た
感
じ

も
し
ま
す
が
、
本
来
は
‘
相
手

に
対
す
る
M
H

心
円
表
れ
M
H
e

で
あ

り
、
そ
れ
が

一
定
的
形
に
な
っ

た
も
の
l
l
と
雪
ヲ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

で
す
か
ら
.
あ
い
さ
つ
に
つ

い
て
の
し
つ
け
は
ま
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、
相

手
に
対
す
る
心
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-気
持
l
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切
に
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、
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の
表
現
と
し

て
あ
る
決
ま
っ
た
形
が
あ
る
こ

と
を
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え
一
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
幼
児
期
的
子
供

を
と
り
ま
〈
人
間
附
係
は
‘
肉

親
を
は
じ
め
.
祖
父
母
、
親
類

輯
者
な
ど
年
長
者
と
町
交
わ
り

が
ほ
と
ん
ど
で
す
.
当
然
、
年

長
者
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
が
、

し
つ
け
の
中
心
に
な
り
ま

す
.一

方
、
保
育
園
、
幼
稚

子
供
に
は
、
?
ナ
ー
を
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
.

き
て
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は

h
Aゅ
，
i
Jリ
A
S

い
か
が
で

L

f』
F
N
J
-

〓

嗣
L
事
以

ょ
う
か
.

1

1

 
尻
望
者
、
つ

「

咋

b
-
H
b

「あい

( 6 ) 

を
マ
今
金
郵
便
局
か
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オ
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打
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と

二
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円
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マ
身
障
者
初
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会
江
差
分
会
(
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表
飯
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智
佳
)
か
ら
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力
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を
。
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金
町
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人
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へ
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町
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O
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O
円
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プ
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O
円
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ク
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白
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か
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ン
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マ
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町
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円
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V
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人
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(
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表
三
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カ
ン
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お
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十
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町
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さ
ん
か
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円
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守
昭
和
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か
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千
円
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。

〈
今
金
町
小
百
合
保
育
園
へ
v

マ
昭
和
町
大
倉
啓
太
郎
さ
ん
か
ら
三

千
円
を
.

園
、
保
育
所
‘
学
校
な
ど

へ
通
う
よ
う
に
な
る
と
.

主
連
同
志
の
付
き
合
い
が

地
え
て
き
ま
す
.

しつけを

い
わ
曲
る
M
H

ヨ
コ
的
関
係
M
M

が
生
じ
て
く
る
わ
け
で
す
が

あ
い
さ
つ
の
7

ナ
l
も
、
年
長

者
に
対
す
る
場
合
と
は
当
然
拠

な
り
ま
す
。

ー
お
は
よ
う
」
と
「
お
は
よ

う
ニ
ざ
い
ま
す
」
町
区
別
な
ど

相
手
が
年
長
者
町
友
達
か
に
よ

っ
て
、
あ
い
さ
っ
す
る
時
町
表

現
や
態
度
に
逃
い
の
め
る
こ
と
J

も
分
か
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
.

さつ」心と形の両面から

と
は
い
え
、
相
手
が
ど
の
よ

う
な
人
で
あ
れ
、

そ
的
存
在
を

認
め
る
気
持
ち
の
表
れ
と
い
う

占
で
は
、
あ
い
さ
っ
す
る
M
H

心

M
H

に
違
い
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あ
ろ
う
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
.

あ
い
さ
つ
は
、
言
う
な
れ
ば
、

社
会
生
活
へ
町
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パ
ス
ポ
ー
ト

グ
で
す
。

( 7 ) 
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園
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盛
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節
七
阻
止
同
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学
問
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F
園
祭
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」l

一
月
二

1
九
円
、
地
域
の
か
た
が

た
閃
応
扱
を
受
け
盛
大
に
似
さ
れ
ま

し
た
.
ょ
の
均
三
且
は
が
花
さ
か
じ
い
さ

ん
か
を
熱
摘
し
て
い
る
勇
二
話
連
で

す
。
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前月に

比べて

人口 8.973人(-4 ) 
男 4.364人 (+3) 
1J: 4，609人 (ー 7) 
世帯 2.596世帯(-7) 

(11月30日酔)
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